
提
案
書
作
成
費
軽
減
を
要
望

2
0
0
5
年
4
月
の
公
共
工
事
品
質
確
保
促
進
法
施
行
以
降
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
は
拡
大
傾

向
が
続
い
て
い
た
が
、
1
0
年
度
は
初
め
て
減
少
に
転
じ
た
。
国
土
交
通
等
が
総
合
評
価
落
札
方
式

を
増
や
し
た
結
果
、
価
格
競
争
だ
け
で
な
く
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
も
減
っ
て
い
る
た
め
だ
。
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
界
に
は
、
技
術
だ
け
で
競
争
す
る
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
増
加
を
望
む
声
が
強
い
。

4
0
社
合
計
の
1
0
年
度
特
定
状
況

は
、
金
額
が
6
9
3
億
0
1
0
0

万
円
で
前
年
度
比
3
7
・
0
％
減
、

特
定
件
数
が
3
3
3
5
件
で
3
0
・

3
％
減
と
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。

金
線
は
4
0
社
す
べ
て
が
前
年
度
を

下
回
っ
た
。
件
数
が
減
っ
た
分
だ

け
競
争
も
激
し
く
な
り
、
4
0
社
平

均
の
特
定
率
は
前
年
度
の
2
3
・
8

％
か
ら
㌶
・
4
％
に
低
下
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
反
映
し
て
、

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
対
す
る
要
望
・

改
善
（
自
由
記
述
）
で
は
「
拡
大

を
望
む
」
意
見
が
7
社
で
最
も
多

か
っ
た
。
国
交
筈
だ
け
で
な
く
、

他
の
国
の
機
関
や
地
方
自
治
体
で

も
積
極
的
に
実
施
を
求
め
る
声
も

あ
っ
た
。

ま
た
、
「
本
来
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

で
発
注
さ
れ
る
べ
き
も
の
が
、
総

合
評
価
で
発
注
さ
れ
る
傾
向
が
依

然
と
し
て
高
い
」
　
「
手
続
期
間
の

短
縮
を
理
由
に
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
が
相
応
し
い
業
務
が
総
合
評
価

本社調べ

比
率
の
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
こ
と

も
問
題
点
と
し
て
挙
げ
た
。

こ
の
ほ
か
要
望
・
改
善
で
目
立

っ
た
の
が
、
申
請
書
類
の
簡
略
化

や
技
術
提
案
書
作
成
費
用
の
低
減

な
ど
負
担
軽
減
だ
っ
た
。
建
コ
ン

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
が
…

こ
と
し
2
月
の
定
例
会
見
で
公
畢

し
た
資
料
に
よ
る
と
、
国
交
首
の
ふ

土
木
建
設
コ
ン
サ
ル
業
務
に
占
め
≠

る
プ
景
1
ザ
ル
の
比
率
は
闇
年
‰

度
の
5
3
％
を
ピ
ー
ク
に
0
9
年
度
旦

4
2
％
に
低
下
し
、
1
0
年
度
（
4
－
1
1
…

月
）
は
2
8
％
と
さ
ら
に
減
少
し
た
。
…

比
率
低
下
の
要
因
の
一
つ
に
、

発
注
者
支
援
業
務
が
プ
ロ
ポ
ー
ザ
¶

ル
か
ら
総
合
評
価
に
移
行
し
た
と
一

い
う
事
情
が
あ
る
。
し
か
し
、
1
0
年
…

協
の
調
査
で
は
、
提
案
書
作
成
費

用
が
0
8
年
度
に
平
均
3
4
万
ユ
0
0

0
円
で
、
こ
れ
以
前
の
調
査
結
果

を
み
て
も
1
件
当
た
り
3
5
万
円
前

後
と
な
っ
て
い
る
。

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
特
定
さ
れ
る

の
は
5
回
に
1
回
程
度
の
た
め
、

単
純
に
計
算
す
る
と
1
件
の
特
定

に
は
1
7
5
万
円
程
度
の
経
費
が

か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

「
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
は
随
意
契
約
の

一
種
だ
か
ら
、
予
定
価
格
に
近
い

金
額
で
受
注
で
き
る
」
と
言
わ
れ

る
が
、
特
定
さ
れ
る
ま
で
に
か
か

っ
た
費
用
を
考
え
れ
ば
、
予
定
価

格
満
額
で
契
約
す
る
こ
と
に
正
当

性
は
十
分
あ
る
と
い
え
る
。

度
に
つ
い
て
建
コ
ン
協
は
「
控
え
て
ー
1
1

日
に
み
て
も
、
（
総
合
評
価
の
）
■
…

l
割
く
ら
い
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
川

落
札
方
式
で
発
注
さ
れ
る
場
合
が
行
い
の
で
は
な
い
か
」
と
主
張
し

あ
る
」
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

「
」
と
に

プロポーザル方式の特定状況
09年度

496（30．7）術研究所建

476（22．9）ックコンサルタンツ

264（25．5）

139（31．4）

151（26．8）タルコンサルタンツ

131（11．1）長

151（34．6）

172（は4141（16．4）エンゾ二ヤリンゲ

163（23．0115（25．1）

96（18．864（15．4）大日本コンサルタント

183（17．794（12．8）

73（3315）

67（19．6）

69（33．0）質

69（16．4）

91（2813）ンサルタント

68（18．5）本技術開発
56（32．4）

67（24．567（30．9）建コンサルタンツ央

ンサルタンツ

73（28，253（3711）ンサルタンツ

58（18．844（19．3）

89（28．757（30．3）ンサルタンツ

37（1臥250（29．9）レコンサルタント

29（25．918（1718）ンサルタント大

73（201239（11．5）同建設コンサルタント

46（231426（23．2）術コンサルタント

43（48．333（56．9）下水道設計
20（14．5ンサルタント

22（5．5）（旧アイ・工ヌ・エー）

26（17，3）

13（38．2）計事務所
13（9．2）コンサルタント

7（25．0）ンサルタント

8（9．6）盤コンサルタンツ

11（18．35（8．1）

22（55．0）2（28．6）

4（40．0）0（0．0）

単位100万円、特定件数のカッコ内は特定事。建設技術研究所、いで
あ、侶用地質、ニュージェック、日本上下水道設計、ダイヤコンサルタントは1－

12月計、パシフィックコンサルタンツは10－9月計。オオバは09年度が6一
月計、10年度が6－3月計。


